
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「近隣住民が全生園への入園

や通行も止められているの

に、聖火リレーイベ 

ントを行うの！？」 

 

「酒は悪者か！？感染対策を

やってきた。席も半分に削減

した。それでも飲食店は目の

敵。ルールがおかしい！」 

 

「川の水害対策としても、み

どりの役割は大きい。そこを

開発するなんて 

とんでもない！」 

 「我慢に我慢を重ねてきた

が政治のやっていることは矛

盾だらけ！」と、市民の方から

の怒りや相談を受けます。一

緒に運動や活動をする中で、

「おかしいと思っていた！」

と、賛同する方が続々と。 

 全生園の聖火リレーは中止

の決断につながりました。活

動の中心になった方から「『ち

ょっとおかしい』と思ったら、

声に出すことの大切さを知っ

た」との感想が寄せられまし

た。皆さんの声が政治を動か

す大きな力となっています。 

活動報告・今後の日程 

７月２２日超党派議会報告 

この報告会も５回目となり

ました。当日は会場とオンライ

ンで開催しました。 

 参加者からは、賛否が分かれ

た議案に対し、それぞれの意見

を求める質問も出ました。 

 違いがあってもお互いの考

えを尊重し、「東村山の現状を

変えていきたい」この思いで、

７人は野党共闘で取り組んで

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 市議会日程（予定） 

８月２７日 初日 

  ３１日 一般質問 

  （さとう、わたなべ、山田） 

９月 １日 一般質問 

       （浅見、山口） 

   ２日 一般質問 

   ６日～１０日 委員会 

★１４日∼１７日決算委員会 

  ２８日 最終日 

★ 2020年度の決算審議が行

われます。コロナ対策など、

市民生活をどう支え、向上

させたのか。市の姿勢が見

えてきます 

 あれもダメ、これもダメ。人

と人との交流や行事も大きく

制限され続けて１年半。目に

見えないウイルスとのたたか

いは続きます。感染拡大を防

ぐには、無症状感染者を早期

に発見して保護することは欠

かせません。日本共産党は、こ

れまでも PCR 検査の拡充を

求め続けてきました。 

感染された方の対応に当た

る医療従事者の労働環境を守

り、医療施設の支援を国の責

任で行うべきです。 

事業継続は厳しくなり、非

正規労働者をはじめ仕事を失

う人、自ら命を絶つ人も増え 

ています。国民生活・命を守る

ことが政治の役割です。 

ところが政府は、マスク配

布・１度きりの給付金・GoTo

事業・オリパラ開催… 

都議選では「五輪より命！」

を訴える共産党の議席が伸び

ました。次は国政選挙。選挙 

で政治を変えましょう。 

「♪思い立ったが吉日～ 

みんなで選挙に行こう～♪」 

この歌「そうだ 選挙に行こ

う！」をご存じでしょうか？ 

ユーチューブ動画で、 

うたも踊りもご覧い 

ただけます。 

 ＜秋津事務所＞ 

秋津町４－39－71  

 ＜青葉事務所＞ 

青葉町 2－28－6  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東村山民報 ２０２１年８月号外 山田たか子活動紹介です。 

◇東村山民報社◇ 小松恭子 東村山市美住町１－２－５ 

「生きる権利 あなたらしく」 
は、尾崎あや子都議が 

今回の選挙で訴えてきた 

スローガンです。 

 「ふつうはさ…」「ふつうはやらないよね…」

と、日常的に使われる言葉「ふつう」。私は「ふ

つう」とは何だろう？と思うことがあります。

大多数の意見や立場が「ふつう」なのでしょ

うか。そこから外れる場合が「ふつう」では

ないということでしょうか？ 

1人ひとりが違って当然ですが「結婚は？」

「子どもはまだ？」「肌が黒いね」「母親なん

だから…」「男らしく女らしく」と、何気なく

「ふつう」に使われる一言。 

「親せきから挨拶代わりに言われてうんざ

り」「私は生産性が無いらしい」「日本人では

なくても同じ人間」「自分は何者？自己否定に

陥る」「周囲の目から怯えて生きている」等。 

人が人に対して作り出した枠が、人を苦し

めている社会。見た目や世間体が重視され、

その枠で人を判断し、排除する風潮が強い社

会。LGBTQ、在日コリアン、外国出身者、障

がい者、病気、ジェンダー（社会が作り出し

た性差）等の背景にあると考えられる優生思

想・遺伝差別も根強く残っています。 

全生園入所者の方の「無知が偏見や差別を

うみ出す」との言葉が思い出されます。 

「人に知られるのが怖い」「自分がどのよう

に見られるのか」「嫌われないか」「カミング

アウト（自らの病状や性的指向を表明するこ

と）した方が良いのか」。中には「家族に話し

たら泣かれた」「家族にも言えず隠し続けてい

る」というお話も伺います。 

誰もが安心して暮らせる社会へ！ 

1 人ひとりの人権・尊厳が守られ 

る社会の実現をご一緒に！ 

 

尾崎あや子選挙事務所を引継ぎ、久米川駅

南口に、宮本徹２０区事務所が開設しまし

た。市民の皆さんや野党の皆さんと共有でき

る場となっています。お困りごともお気軽に

ご相談ください。 

 

 事務所の場所は、南口のロータリーにある

喫煙所裏手にあるお茶屋さんの隣りです。 

  

東村山市栄町２－９－３２ 

晃正プラザ１階 

      ☎０４２－３９８－５７２１ 

★宮本衆議院議員の予定や 

活動紹介の情報が届く、 

宮本徹公式ライン 

のご登録もぜひ(*^_^*) 

✤山田たか子    ✤いま しんぶん赤旗 がおもしろい！ 

ツイッタ‐        日刊紙 月３，４９７円（一部売１３０円） 

             日曜版 月９３０円 （一部売２４０円） 
                     日刊紙 電子版（月 3,497円） 

 空堀川沿いをいつものように急いで自転車

をこいでいる時のこと。小学校低学年の男の

子たちが私の前を自転車で走っていました。 

「わー！川に水が流れてる！」 

「きれいだね～☆彡」 

「この前、雨がたくさん降ったもんね」 

 ふと横を見ると、いつもはカラカラの川に、

水がキラキラ流れていました。 

「わー！セミが鳴いてる！」 

子ども達と同じ場所に居るのに、この会話

が無かったら、風景や音にも気付いていなか

ったことに、ハッとしました。 

 次は何かな～と期待していたところ、残念

ながら行き先が分かれてしまいました。 

のんびりと自転車をこぐと、そんな楽しみ

方があると気付かせて 

もらった時間でした。 


